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〔２〕アイスホッケー競技 

１ 期 日  2025年２月１日（土）から２月５日（水）まで（５日間） 

種  別 ２月１日(土) ２月２日(日) ２月３日(月) ２月４日(火) ２月５日(水) 

成年男子 １回戦 ２回戦 準 々 決 勝 
準 決 勝 

順位決定戦 

決   勝 

３位決定戦 

少年男子  １回戦 
準 々 決 勝 

順位決定戦 

準 決 勝 

順位決定戦 

決   勝 

３位決定戦 

２ 会 場 

会 場 地 競 技 会 場 住    所 

岡山市 岡山国際スケートリンク 岡山市北区岡南町 2-3-30 

倉敷市 ヘルスピア倉敷アイスアリーナ 倉敷市連島町西之浦 4141 

３ 種別及び参加人員 

種 別 監 督 選 手 参加都道府県数 小 計 合 計 

成年男子 １ 16 26 442 
663 

少年男子 １ 16 13 221 

４ 競技上の規定及び競技方法 

（１）アイスホッケー公式国際競技規則及び本大会要項による。 

（２）トーナメント方式により、１位から８位までを決定する。 

（３）５位から８位までの順位決定戦の組合せ抽選は行わない。 

（４）試合前の練習は、試合開始 25 分前から 10 分間とし、競技時間は、１試合を第１、第２、第３ピリオ

ドの３回に分け、ピリオド間にインターバルを挟む。 

成年１回戦、２回戦、準々決勝、順位決定戦、少年１回戦、準々決勝、順位決定戦は各ピリオド正味

15 分、成年・少年ともに準決勝、３位決定戦、決勝は、各ピリオド正味 20 分とし、インターバルは全

ての試合 10分とする。 

（５）１・２回戦、準々決勝、順位決定戦で第３ピリオド終了時に同点の場合は、直ちに３名によるペナル

ティショット・シュートアウトを行う。決しない場合は、１名ずつのサドンデス方式によるペナルティ

ショット・シュートアウトを行う。 

これ以外の試合で第３ピリオド終了時に同点の場合は、３分間の休憩後、５分間のサドンデス方式に

よる「３on３方式」の延長ピリオドを行う。決しない場合は、３名によるペナルティショット・シュー

トアウトを行う。それでも決しない場合は、１名ずつのサドンデス方式によるペナルティショット・シ

ュートアウトを行う。  

（６）全ての試合において、10 点差以上の得点差がついた時点で、次のフェイスオフ以降のゲームタイムは、

ランニングタイムとする。 

ア 点差が縮まった場合でも、継続する。 

イ 次の場合は、時計を止めるものとする。 

（ア）得点時一旦止めるが、レフェリーがオフィシャルに報告にきた時点で、直ちにスタートする。 

（イ）反則発生時一旦止める。次のフェイスオフでスタートする。 
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（ウ）選手が負傷し交代に時間を要する場合やチームからの質問などで時間を要する場合などは、レフ

ェリーの指示で時計を止める。次のフェイスオフでスタートする。 

ウ 反則時間終了時にプレーが止まっていたら、その選手は次のフェイスオフでパックがドロップされ

るまでペナルティーベンチから出られない。 

（７）成年、少年とも大会登録は、大会中にゴールキーパー１名を含め、16 名以内とする。なお、試合進行

のために必要な員数を氷上に揃えることができなくなった時点で没収試合とし、０対 15で当該チームの

敗戦とする。 

（８）各チームは、１試合（60分又は 45分のレギュレーション・タイムと延長）の間に 30秒のタイムアウ

トを１回取ることができる。 

５ 予選方法 

（１）予選は都道府県大会及びブロック大会とする。 

（２）都道府県大会は各都道府県スポーツ協会等の主催とし、ブロック大会は各ブロック内関係都道府県ス

ポーツ協会等の共催、開催地連盟の主管とする。 

（３）ブロック大会の関係都道府県及び選出チーム数は次のとおりとする。 

ブロック名 都道府県名 成年 少年 

北海道 北海道 １ １ 

東 北 青森・岩手・宮城・秋田・山形・福島 ４ ２ 

関 東 茨城・栃木・群馬・埼玉・千葉・東京・神奈川・山梨 ５ ４ 

北信越・東海 新潟・長野・富山・石川・福井・静岡・愛知・三重・岐阜 ４ 
３ 

近 畿 滋賀・京都・大阪・兵庫・奈良・和歌山 ４ 

中 国・四国 鳥取・島根・広島・山口・香川・徳島・愛媛・高知 ３ 
２ 

九 州 福岡・佐賀・長崎・熊本・大分・宮崎・鹿児島・沖縄 ４ 

開催地 岡山 １ １ 

計  26 13 

６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

「２ 実施要項総則」５に定めるもののほか、次のとおりとする。 

（１）２０２４－２０２５シーズンアジアリーグに出場したチームに所属登録された者は出場できない。 

（２）本大会の参加人員は、「アイスホッケー競技要項」の３によるが、選手については、各都道府県大会

及びブロック大会に出場した者のうちからメンバーを編成する。 

（３）監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく公認アイスホッケーコーチ

１、公認アイスホッケーコーチ３又は公認アイスホッケーコーチ４の資格を有すること。 

７ 参加申込、交代 

「２ 実施要項総則」８に定めるもののほか、次のとおりとする。 

（１）本大会の参加申込は、監督１名、選手 16名、予備登録選手９名以内とする。 

（２）選手又は監督の交代届は、所定の様式により監督会議開始前までに提出するものとし、あわせて交代

届の写しを監督会議に持参すること。 

（３）選手の交代は、予備登録選手に限り認める。 
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（４）監督は、特別な事情がある場合、大会期間中の交代を認める。ただし、交代者は６（３）に掲げる監

督要件を有する者に限る。 

８ 総合成績決定方法 

総合成績（天皇杯得点）は、競技得点と参加得点を合計し、その得点の多い都道府県順に１位から８位

までを決定する。ただし、同得点の場合はその順位を共有し、次の順位を欠位とする。 

（１）競技得点 

天皇杯対象種別 競技得点 

成年男子 

少年男子 

各種別の１位 40点、２位 35点、３位 30点、４位 25点、５位 20点、６位 15点、７位 10点、８

位５点の競技得点を与える。ただし、同順位の場合はその順位を共有し、次の順位を欠位とす

る。得点は次の順位の得点を加え、当該都道府県で等分する。 

 

（２）参加得点 

大会（ブロック大会を含む。）に参加した都道府県に、参加得点 10 点を与える。ただし、ブロック大

会で本大会の出場権を獲得しながら、本大会に参加しなかった場合は与えない。 

（３）その他 

ア 総合成績（天皇杯得点）の決定は、公益財団法人日本アイスホッケー連盟が行う。 

イ 天候その他の事情により一部競技が中止になった場合の成績は、大会総務委員会と公益財団法人日

本アイスホッケー連盟が協議する。 

９ 表 彰 

（１）総合成績の１位から８位までの都道府県に、それぞれ表彰状を授与する。 

（２）総合成績１位の都道府県に、国民スポーツ大会会長トロフィーを授与する。 

（３）各種別の１位から８位までに賞状を授与する。 

賞状は、その都道府県名とチーム全員（監督を含む。）の氏名を記載したものを都道府県用に１枚、

さらに、その都道府県名と当該個人名を記載したもの又は、都道府県名とチーム全員（監督を含む。）

の氏名を記載したものをチーム全員に授与する。 

10 参加上の注意 

（１）2025 年１月７日（火）までにチームのホーム用及びビジター用ユニフォームの写真データをＣＤで郵

送又はＥメールで、次の送付先へ提出すること。 

【送付先】  

〒700-8570 岡山県岡山市北区内山下二丁目４番６号 

第 79 回国民スポーツ大会冬季大会スケート競技会（ショートトラック・フィギュア）・アイスホッケ

ー競技会岡山県合同実行委員会事務局（岡山県環境文化部スポーツ振興課国民スポーツ大会推進室内） 

E-mail: kokuspo@pref.okayama.lg.jp  

（２）監督以外にベンチに入ることができるコーチは、ドクター資格又はトレーナ資格を有するコーチを含

め６人以内とする。 

（３）J.I.H.F.2021～2022発第312号〔通知〕に基づき、プレイヤーは、ユニフォームにタイダウンストラッ

プを備え付けること。 
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（４）J.I.H.F.2021～2022発第 226号〔通達〕に基づき、マウスガードの着用について対応すること。 

（５）少年に参加するプレイヤーは、J.I.H.F.2021～2022発第226号〔通達〕に基づき、適切な保護具を着用

すること。 

（６）その他の事項は、「２ 実施要項総則」15によるものとする。 

11 諸会議 

（１）組合せ抽選会 

ア 日 時  2025年１月 10日（金）14:00～ 

イ 場 所  JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE 

ウ 電 話  03-5843-0375（公益財団法人日本アイスホッケー連盟） 

（２）監督会議 

ア 日 時  2025年１月 31日（金）15:00～  

イ 場 所  ピュアリティまきび ２階「千鳥」 

ウ 電 話  086-232-0511 

12 その他 

その他の事項については、総則の定めによる。 

 

  


